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於 札幌パークホテル

第 30回いのちの電話相談員
　　　   全国研修会さっぽろ大会開催（10月12日～14日）

　ボランティアで参加したアイヌ・アート・プロジェクト
の古式舞踏と楽器演奏で始まり、同じくボランティアの
YOSAKOIソーラン新琴似天舞龍神の演舞では、相談員も
一緒に踊りだしました。食材はすべて北海道産で、コー
ス料理以外に5種類のジャガバター食べ放題、北海道産
のワイン、日本酒など5種類のお酒飲み放題が好評で
した。

　A）援助の在り方を探る、B）理解を深める、
C）聴くことを磨く、D）共に感じる、E）これか
らのいのちの電話と事務局の方向性を巡って、
5つのテーマのもと19の分科会に分かれ、午前
午後を通して研修が行われました。昼食は学生
食堂でバイキング形式でした。★4ページにテー
マBの中のべてるの家の「当事者研究入門」の要点
を掲載。

　全国の電話相談員（関係者を含め700名近く）が札幌に集まり、一日目・基調講演、交流会、二日
目・分科会、三日目・シンポジウムをおこないました。その中から基調講演の要旨とシンポジウム
で報告された被災地の相談員の声を載せました。

基調講演（於 札幌パークホテル） 講師　斉藤　環（爽風会佐々木病院診療部長）
「震災後を生きる～震災から1年半　今私たちに出来ることは」

　被災者が安心感を得られるような、共感的な対応が大切である。ただ過剰な共感は
支援者にとっても“共感疲労”の二次トラウマの一因となるので、共感の限界を知るこ
とが重要だ。情報、お金、人、時間が「薬」である。いきなり精神的な面について問い
かけるのではなく、まずは当面の心配ごと、体の状態などから問いかけていき、「今、
ここ」は安全であることを丁寧に伝え、そのうえでそばに寄り添うべきであろう。

盛岡いのちの電話　相談員　Oさん
　地震が来た時、大船渡に住む私は相談員仲間の陸前高田に住む
Ⅰさんと電話中でした。Ⅰさんから「家に来ない？」と誘われまし
たが時間が遅かったのでお断りしました。お誘いを受けていたら、
私の運命も変わっていたかもしれません。「地震だから切るね」「気
をつけてね」と電話を切りました。私の家は河口から2キロです。
2階から見ていたら、地震から30分後、家、ボートいろんなもの
が流されてきました。重苦しいサイレンが鳴り続け、避難を促す
呼びかけを聞いて、夫と高台へ逃げました。
　翌日高田へ行きました。普段20分のところが1時間半かかりまし
た。私の実家、親類の家は全壊でしたが、人の被害はありませんで
した。避難所でⅠさんの名前を探しました。「早く高台に逃げてね」
と言わなかったことが悔やまれ、「大丈夫だったよ」という連絡があ
ることを信じて待ちました。後日事務局から「亡くなられた」と知
らされた時は、絶句でした。盛岡いのちの電話にとって、とても大事な人を亡くしました。Ⅰさんは
犠牲になられた方々の無念の思いを、あの世で聞いてあげていると思います。私たちは現世で残され
た方々の無念さ、辛さを電話を通して受け止めていきたいと思います。最後に三陸地方に伝わる津波
の時はてんでんばらばらに逃げて、一人でも多くの人が生き残り、復興へとつなげる「津波てんでん
こ」という言葉を紹介し終わります。

福島いのちの電話　相談員　Tさん
　福島県は浜通り、中通り、会津に分かれ、それぞれの間に山が
あり気候も風土も気質も異なり、被害の状況も、地震津波、原発
事故、風評被害とかなり異なります。私は個人的には大きな被害
はありませんでした。しかし我が家の庭の表土は、除染のためプ
ラスチックの箱に入れられ、庭の目印の下2メートルに埋められ
ています。福島いのちの電話では、郡山分室は壁が崩落し、福島
いのちの電話では、交通手段がなくなり共に活動を一時停止せざ
るをえませんでした。スクールカウンセラーをしている私は、震
災直後から県中県北の避難所20数か所を回りましたが、ガソリ
ンが無く大変でした。新学期前だったので、小さなお子さんを抱
えたお母さんたちから「学校はどうなるの」と聞かれました。そん
な状況の中、震災フリーダイヤルが始まりました。私たちは“自
分たちが頑張っていること、普通の生活をしていることが昔の福

島を取り戻す力になる”との思いもあり参加しています。かかってきた電話に「福島です」と言うと「あ
あ申し訳ない、原発とか大変な中で電話を受けているのに、福島の人に弱音を吐けない」と切った方も
いました。また「あ、分かってもらえるかな」と話された方もいます。被災地からの電話は段々減る傾
向にありますが、内容はより深刻になってきています。昔のきれいな福島を諦めて、汚れた福島での
普通の生活を選択した方々の複雑な思いを理解して聴こうとするのであれば、被災地からの電話だか
らと躊躇する必要はありません。心を込めて被災者の思いを受け止めてほしいと願っています。

仙台いのちの電話　相談員　Sさん
　私は石巻に住んでいます。時間の経過とともに私たちの気持ち、地域の課題
も変化しています。（プロジェクターを使用し）私が撮った震災直後の写真を出
さずに今を語れません。大型船が街並みの上に、バスが屋根の上に、女川の横
倒しのビル、重油が漏れて火災が起きた小学校、などです。今年の3月11日の
写真では、がれきはかなり片づけられています。
　私は仙台いのちの電話に行く途中、横から松の木の何倍もの高さの津波が来
て、車ごと流されました。家が流され、波間に人の姿も見えました。言葉は悪
いのですが、電信柱に鈴なりに人がよじ登っていました。波が来るたびに、様
子が変わりました。「助けて」と叫ぶと「窓を開けとけ」と誰かの声が聞こえ、流
れてきた小舟に乗り移ることができました。そこで小さなお子さんを救い上げ
ました。その子は、おばあさんとお母さんと3人で逃げたけれど、2人とも亡
くなったそうです。私の自宅は無事でしたが、主人の会社は無くなりました。
姉や親せきも亡くなりました。震災当時はまず自分たちのことで精いっぱいで
した。早い人で6月から仮設住宅に移りましたが、それまでのコミュニティが
バラバラになりました。仙台いのちの電話では電話がかけられる状況ではない
のなら、私たちが傍へ行こうと、仮設住宅の集会所に「ほっとカフェ」を設け
ました。話が弾む時もあれば、涙ながらの話になることもあります。最近は災
害関連死の方が増えています。11月から来年2月まで石巻で「聞く力を高め
る」連続講座を計画しています。最後にベトナムのマングローブの写真です。こ
こに私は希望を感じました。石巻の桜もこうなってほしいと願っています。

茨城いのちの電話　相談員　Sさん
　私はあの日茨城の筑波いのちの電話で会議中でし
た。地震はどんどん大きくなって、電話を受けていた
人も会議をしていた人も皆外に出ました。水戸分室で
は、這いつくばって出なければならないほどの怖い揺
れで、なんとか逃げました。茨城は車で通う人が多い
ので、開局26年にして初めて11日間休みました。で
も私たちには、全国のいのちの電話の皆さんがいるか
ら、休んでも大丈夫という安心感がありました。
　地震から二日後、自宅に向かった時、想像できな
かった風景が迫ってきました。
　震災後1年半たっても半壊の家に住み、家族もばら
ばらになった経験から、同じ家族であっても、家に対
する思いは違うし、地域の結びつきとか絆ということ
も大事なことと分かってはいても、思う通りにはなら
ないこともあると感じました。皆の心の中に重く溜
まった思いは、時間がたっても、まだなかなか言葉に
出せないし、弱音を吐いたりもできない。だからこ
そ、震災ダイヤルが、いのちの電話が、まだまだ必要
であると感じています。

3日目　シンポジウム
　「震災から1年半の体験と現状」
　被災地（盛岡・仙台・福島・茨城）の相談員からの報告

司会、今川民雄　北星学園大学教授 於　パークホテル

コメンテーターの一言
末松　渉（東京いのちの電話顧問）　
　今の気持ちは4人の方に時間を譲るべきだと。震災に関して
は、普段のいのちの電話の基本姿勢よりもっと深く自分の姿勢を
問いかけることになるのでは。仙台いのちの電話の方向性は自然
の流れの中で出てきたと思います。そして聞く人が安らぐ場所の
検討を。
阪田憲二郎（神戸学院大学准教授）　
　お話を聞いて心がすごく揺れていて、コメントするのがはばか
られます。現地では最近仮設を出ていける人と、いけない人がい
て、それが複雑な問題を生んでいます。阪神の時は周辺地域が被
災者の受け皿でしたが、今回は被災地が広大なので、被災者が支
援者にならざるをえない。その支援者を更にどう支援するか。
ネットワークの構築が重要。
田辺　等（北海道立精神保健福祉センター長）
　もっと話を聞いていたかった。私も気仙沼に行きましたが、皆
さんの話を聞いてその時の思いが蘇りました。どうにもできな
い、ごめんねと拝むように逃げ帰りました。被災者がどんな境遇
でどんな思いをしているのか聴き続けていくことが大事です。福
島で出されたおにぎりに、一瞬放射能の疑いを持った罪悪感が今
も…。

分科会（於 北星学園大学）
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　被災地（盛岡・仙台・福島・茨城）の相談員からの報告

司会、今川民雄　北星学園大学教授 於　パークホテル

コメンテーターの一言
末松　渉（東京いのちの電話顧問）　
　今の気持ちは4人の方に時間を譲るべきだと。震災に関して
は、普段のいのちの電話の基本姿勢よりもっと深く自分の姿勢を
問いかけることになるのでは。仙台いのちの電話の方向性は自然
の流れの中で出てきたと思います。そして聞く人が安らぐ場所の
検討を。
阪田憲二郎（神戸学院大学准教授）　
　お話を聞いて心がすごく揺れていて、コメントするのがはばか
られます。現地では最近仮設を出ていける人と、いけない人がい
て、それが複雑な問題を生んでいます。阪神の時は周辺地域が被
災者の受け皿でしたが、今回は被災地が広大なので、被災者が支
援者にならざるをえない。その支援者を更にどう支援するか。
ネットワークの構築が重要。
田辺　等（北海道立精神保健福祉センター長）
　もっと話を聞いていたかった。私も気仙沼に行きましたが、皆
さんの話を聞いてその時の思いが蘇りました。どうにもできな
い、ごめんねと拝むように逃げ帰りました。被災者がどんな境遇
でどんな思いをしているのか聴き続けていくことが大事です。福
島で出されたおにぎりに、一瞬放射能の疑いを持った罪悪感が今
も…。

分科会（於 北星学園大学）

要約・文責　広報
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市民公開講演会のご案内
「職場のメンタルヘルスと自殺防止」
講　　師　輪島公人氏（日本産業カウンセラー協会
 認定産業カウンセラー）

日　　時　2013 年 2月20日（水）18：30 ～
会　　場　WEST19　5 階講堂
 　札幌市中央区大通り西19丁目
入　　場　無料
主　　催　社会福祉法人北海道いのちの電話

引き続きご支援をお願いします。銀行振り込み、郵便振替ご利用
の場合、下記口座番号へお願いします。

口座名「北海道いのちの電話」
北洋銀行本店営業部　普通028-0238134
北海道銀行本店　　　普通101-0604497
札幌信用金庫本店　　普通  01-6116682
北海道労働金庫本店　普通012-4692543
郵便振替口座番号　　02770-9-2444　　

ご支援ありがとうございます
　2012 年 7 月 1日～ 2012 年 10 月 31日の間に次の方々からご支援をいただきました。ご厚志は 24 時間眠らぬダ
イヤル活動の貴重な資金として使わせていただきます。
　銀行、郵便局からの振り込みの場合入金まで若干時間がかかり、この期間からずれることがあります。その時
は次号でお名前を掲載させていただきます。また銀行振り込みの方のお名前はカタカナのままとなり、個人情報
保護のため住所の確認ができず領収書をお送りできません。あわせてご了承願います。
　お名前の記載漏れや誤記がありましたらお許し下さい。お気付きの場合、恐縮ですがご連絡をお願いします。

＊ このご寄付には所得税、道・市民税に関して寄付金控除が適用されます（必要な方は領収書をご請求ください）。

〒 060-8693
札幌市中央郵便局私書箱 107 北海道いのちの電話事務局
事務局電話 011-251-6464　　FAX 011-221-9095

社会福祉法人　北海道いのちの電話
理事長　南　槇子

団体会員

いのちの電話 ドリーム／岩田地崎建設㈱／カトリック 北 26 条教会／カトリック 月寒教会 バザー委員会／交洋不動産㈱／社会

福祉法人 さっぽろ慈啓会／札幌市やよい会ゴルフ部会／さっぽろマーチング委員会／しなねん商事㈱／司法書士ほしおき駅前

事務所／島津電設㈱ 代表取締役 嶋津 博／天使の聖母 トラピスチヌ修道院／昌志会／北海道情報通信福祉協議会／聖ベネ

ディクト女子修道院／札幌第一興産㈱／㈱はしもと／フェイストゥフェイス水口 章・良子／北栄保険サービス㈱／北海道大学

落語研究会OB・OG会 会長恒川 昌美／北海料理 コロポックル／幌村建設㈱／丸大 大金畜産株式会社／医療法人 北海道循

環器病院／医療法人社団 平山内科胃腸科医院／医療法人社団 ふるや内科／医療法人社団 彌和会 三浦メンタルクリニック／

医療法人社団 やんべ皮膚科クリニック／北海道旅客鉄道㈱（JR 北海道）／横山食品㈱／和光技研㈱／㈱イーエス総合研究所／

㈱興陽技建／㈱札幌エネルギー供給公社／㈱札幌ドーム／㈱セイコーマート／㈱平岸グランドビル／㈱北洋銀行／聖心会 札

幌修道院／日本キリスト教会 札幌発寒教会／日本キリスト教団 函館教会／（公益社団）札幌中法人会／（財）北海道 YMCA／札

幌市中央区役所 役職者会 中友会／札幌市保健福祉局 役職者会／札幌市労働組合連合会／（財）札幌市職員福利厚生会 有志

一同／極楽寺／智徳寺／徳生寺／北栄寺／北大寺／（社）札幌市医師会／（社）ふる里公苑／田中病院／平岸メンタルクリニック

個人会員

ア行  青木淳子　浅川三男　荒木貞一　安藤育子　安里章・みや子　飯塚ちどり　池田真喜子　石井嘉　石田明義　泉雅子　

泉真知子　板谷研二　伊藤千秋・孝子　伊藤義郎　井上敬一　入谷信昭　岩井雄三　岩崎恵美子　岩舘泰子　上田稔　上

野輝佳　植松誠　遠藤知恵子　遠藤優　大澤巖・芙美子　大澤幹夫　大須賀豊稚　大須賀夏　太田千代　大友美奈子　岡

島静子　尾形照夫　岡林律子　岡本雄一　小川光子　奥井光雄　小野寺裕子　 カ行  角田今日子　葛西章　勝野恒巳　桂信

雄　加藤峰　加藤龍子　上遠野克　金井要　金子千恵　金子禎子　狩野廣　可部谷宏二　狩野紀子　川口宗美・夏代子　

川筋貴美子　川原康子　川守田節子　神埜文典　菊地正一　菊地孝子　北村覚　国島やよい　黒川輝世　黒島芳江　黒田

幸子　古賀清敬　越野宣之　小島育子　後藤京子　古野間計久　小林幸一　小山直　是永道子　 サ行  斎藤雪子　斎藤テエ　

斉藤智子　酒井恵津子　阪口晶美　坂元由美　佐々木僚子　佐藤順子　佐藤愼一郎　佐藤時弘　佐藤壽　佐藤芳枝　寒川

ナミヱ　澤田道子　澤田美智子　澤村由紀子　塩田越波　品川久美子　篠本あき　柴田牧子　清水京子　下田昭三・清子　

杉原律子　杉本桂子　鈴木新一　鈴木眞一　鈴木幸子　須田明夫　須田健　関堂勝幸　﨤町賢治・恵美子　タ行  高田克彦　

高原久美子　高谷昌子　田坂伸子　田島安都子　田島菊雄　多田英子　谷口惠美子　谷紘子　田村里子　多筥佳杖子　塚

田陽子　津坂俊朗　辻田恭子　出口寿美枝　土肥賢子　土肥正豊　遠山貞子　土岐郁子　富原薫　 ナ行  長井茂子　長江由

美子　長尾新　中川洋子　長島節子　中田和子　永田京子　中田春子　中原准一　中村政文　南雲信二　成田セツ子　

野々村信子　 ハ行  幡江美智子　浜下芙美江　林ミサオ　林律子　姫野信子　平野育子　平原紀子　福田和子　藤田慶一　

藤林義廣　古本忠　別所治美　星昇　 マ行  増井啓子　馬杉栄一　増田悦子　益田道子　松岡昭三　松岡泰子　松倉寛　松

原シオリ　松平英明　松本妙子　松本篤二　松山正子　間宮和代　三浦直也　三浦秀紀　見上雄一　三上勇津　水谷敦夫　

水野さつき　光崎明生　南千晶　南屋敷ケイ子　峯後重子　三宅正幸　宮崎京子　宮本倭文子　村木正隆　森公代　森山

令子　 ヤ行  山口久美子　山下よ志江　山田光子　大和谷正人・房枝　山中貴義　山本伸夫　湯浅志真　横井救　横田昌治

郎　横山末雄　吉田和俊　吉田すみゑ　吉田桃代　吉田洋子　吉野淳一　吉見紫乃　吉峰洋子　米田榮子　匿名：4

事務局日誌（2012年7月～10月）

 7月 3日（火） 35期生開講式
  7日（土） 全体研修、相談員総会
 28日（土） 運営会議
 8月25日（土） 運営会議
 9月10日（月）  フリーダイヤルカード配布

（JR札幌駅）
 29日（土） 運営会議
10月12日（金）～14日（日）
  相談員全国研修さっぽろ大会
 27日（土） 運営会議

　映し出されたのは荒れ果てた部屋の様子。部屋の主は死後長い間気づいて貰えなかった一人暮らしの男
性。家族や地域の崩壊が、このような亡くなり方をする人の数を増やしている。もしこの男性が友人や社会
との繋がりを持ち、必要な支援を受けられていたら、自立的な一人暮らしを楽しむことができ、生きた最
後に来る死に方も、もっと違ったものになっただろう。阪神淡路・東北の、二度の大震災の経験を通して、
仮設住宅での孤独死問題を突きつけられた我々日本人は、孤立して亡くなる可能性のある人々への支援に、
以前より真剣に取り組むようになってはきたが決して十分ではない。単身世帯がもはや特別なものではなく
なった現代において、とても重要な課題の一つである。（M・N）

編集後記

社会福祉法人 北海道いのちの電話（開局1979年1月）
 事務局　〒060－8693  札幌中央郵便局私書箱107
 TEL  011－251－6464　FAX 011－221－9095
 URL  http://www.inochi-tel.com/

本誌は共同募金の配布金により発行

発行人　南　　槇子
編集人　広報委員会

分科会　べてるの家の「当事者研究」入門 向谷地　生良　講師
 
　べてるの家は 30年以上前、北海道浦河町で統合失調症等をかかえた人たちと浦河赤十字病院
のソーシャルワーカーだった向谷地講師が一緒に生活、日高昆布の加工、販売から始まった活動で、
生活共同体、働く場、仲間とのケアの場であり現在約150 人の利用者と20人のスタッフがいる。
　この分科会はまず講師と3名の当事者の自己紹介から始まった。自分の病気に自分でオリジナル
の病名をつける。たとえば“人間関係失調症―やせがまんタイプ”など。ユニークな病名の披露
に会場が一気に和んだ。一人一人が具体的に自分の「生きづらさ」を語り、それを聞いた 2人と
講師が「自分の時は…」「いい苦労しているね」とやり取りが続いた。誤作動、幻聴さん、幻覚さ
んなど耳慣れない言葉が飛び交う。自分の病気を隠さず、自分の症状を研究する。「自分を見つめる」
のではなく、他人事のように「眺める」その上で自分の弱さを認め、語ることで連帯感が生まれ、
それが人を慰め、励ます力になる。参加者も自分の病名を考える場面があり、笑い声が上がった。
動画で幻聴、幻覚を再現する場面もあった。
　一方聴く側について講師は①聞き出そうとしない②質問で幻覚を暴かない③否定も肯定もせず
聴くことが必要である。幻覚や妄想に迎合的態度をとり安易に相槌を打つことは不誠実であり妄想
を補強するおそれがあると述べた。そして「あなたも自分の助け方を探してください」との講師の
結び言葉が印象的だった。


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


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チャリティボックスから

大和リゾート㈱ ロイトン札幌／天山／ホテル
やまち レストラン エル／ホテルやまち レスト
ラン 青山

　第 30回いのちの電話相談員全国研修会さっぽろ大会が成功裡に終わりました。

　連盟から「札幌で開いてほしい」と要請されたのは昨年夏。一年という短い準備期間でしたが、参加者アン

ケートに殆どの人が「運営、研修内容に満足」と書いてくれました。

　北海道いのちの電話の相談員を中心に、ボランティアを含むスタッフが心を合わせて取り組んだのは勿論で

すが、（財）「JKA」をはじめ、北海道、道精神科病院協会、（財）「ノーマライゼイション住宅財団」、高砂熱

学工業㈱、相談員一期生・二期生が多額の補助金、寄付金を寄せてくださったほか、札幌駅に歓迎の幕を掲げ

てくれた北海道旅客鉄道㈱、会場を提供してくれた北星学園大学、アトラクション提供のアイヌ・アート・プ

ロジェクトやYOSAKOI ソーラン新琴似天舞龍神など、多くの方の温かい協力のお蔭です。

　改めて感謝を申しあげるとともに、今後一層、自殺予防への取り組みに努力することを誓い、お礼といたし

ます。

 理事長　南　槇子

感　謝

チャリティーコンサート 盛会でした
　社会福祉法人いのちの電話主催、株式会社アインファーマシーズ特別協賛のチャリティコンサート
が 11月 13日（火）夜、札幌市北区の札幌サンプラザで開かれ、盛会のうちに終了しました。
　出演は毎年協力してくださる「大平まゆみと仲間たち」。札幌交響楽団コンサートマスターの大平さ
ん（バイオリン）、浜島泰子さん（バイオリン）、前　南有さん（ビオラ）、中島杏子さん（チェロ）と
森吉亮江さん（ピアノ）がクライスラーの「愛の喜び」などの親しみ深い弦楽の小品を演奏、約 500
人の聴衆がここち良い音色を楽しみました。
　収益事業収入はいのちの電話の活動費として大切に使わせていただきます。ありがとうございまし
た。
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